
■株式分布状況

■大株主の状況（上位10名）

大株主名 持株比率
（％）

株式会社ケイエムエフ 28.66

みずほ信託銀行株式会社 退職給付信託ソニー株008口 
再信託受託者 資産管理サービス信託銀行株式会社

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

株式会社みずほ銀行（資産管理サービス信託銀行株式会社）

DAIWA CM SINGAPORE LTD-NOMINEE WPG HOLDINGS LIMITED
（大和証券株式会社）

2.24

4.99

株式会社三井住友銀行

キヤノン電子株式会社

2.89

持株数
（千株）
4,120

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 3.79544

321

717

株式会社三菱UFJ銀行 2.24321

415

2.22318

1.26180

バイテックホールディングス従業員持株会 2.65380

1.60230

※当社は自己株式2,635株を保有しております
※持株比率は自己株式を控除して計算しております

発行可能株式総数 ……………………………………
発行済株式の総数 ……………………………………
株主数 …………………………………………………………

28,200,000株
14,376,358株

4,754名

個人 その他
29.31％

金融機関・証券会社
27.71％

その他法人・外国法人
42.96％

自己株式
0.02％

500単元未満
28.86％

500単元以上
4.80％ 1,000単元以上

28.91％

5,000単元以上
37.43％

所有者別
株式分布状況

所有株数別
株式分布状況

大学女子レスリング大会「デリシャススマイル杯」に協賛しています。

デリシャススマイルは、株式会社バイテックベジタブルファクトリー
が生産する植物工場野菜の登録商標です。

わたしたちは日本赤十字社の
活動を支援しています。

第32期中間報告書
2018年4月1日～2018年9月30日

株式Information

社会貢献

会社概要（2018年9月末現在）株主の状況（2018年9月末現在）
社名

本社所在地
設立
資本金
従業員数
事業内容

株式会社バイテックホールディングス

東京都品川区東品川3丁目6番5号
1987年4月1日
52億4,423万円
連結599名、単体50名
デバイス事業および電子機器事業
環境エネルギー事業　
調達事業 

（VITEC HOLDINGS CO., LTD.）

事 業 年 度
剰 余 金 の 配 当 基 準日

定 時 株 主 総 会
単 元 株 式 数
公 告 方 法

郵 便 物 送 付 先

同 連 絡 先

毎年4月1日～翌年3月31日
3月31日
（中間配当を行う場合は9月30日）
毎年6月下旬
100株
電子公告（http://www.vitec.co.jp/）
ただし、やむを得ない事由が生じたときは、
日本経済新聞に公告いたします。

〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号　
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部
TEL.0120-232-711（通話料無料）

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

代表取締役会長兼社長
代表取締役専務
常務取締役
取締役
取締役
取締役

今 野 　 　 　
松 本 　 章 治
成 瀬 　 達 一
原 田 　 　 宜
鈴 木 　 俊 幸
小 牧　　  修

取締役
社外取締役
社外取締役

清 木 　 正 信
松 山 　 　 遙
手 塚 　 仙 夫

役　　　員
1.取締役（監査等委員である取締役を除く）

2.監査等委員である取締役



株主の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
当社グループは、「世界・社会貢献・共創」のキーワードのもと、中期経営計画の達成実現に向けて、各事業の展開を推進しております。
本年9月14日、株式会社UKCホールディングスとの経営統合を発表いたしました。この統合を契機として、エレクトロニクス業界の
激しい環境変化の中、1兆円を超えるリーダー企業になるべく、更に邁進してまいります。
当社は、株主の皆様への安定的な利益還元を経営の重要課題と位置付けており、一層の還元を実施するため、配当性向50％を
新たな方針としております。
今後ともご支援、ご鞭撻を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

バイテックグローバルエレクトロニクスは認知症の基礎研究やプレシ

ジョン医療の研究・実現を目的として、大阪大学に寄附を実施すること

で同研究講座の開設を支援しました。

電子機器事業は中期戦略として「医療機器市場」への新規参入を推

進しており、取扱製品の中には既に海外で医療機器認定を取得して

いるものもあります。今後は同講座の研究を通じて、医療機器機関で

の評価・検討を進め、測定機器の導入と測定サービスの確立を目指

します。

デバイス事業

株主の皆様へ トピックス

代表取締役会長兼社長 今野　
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環境エネルギー事業

大館、七尾、薩摩川内に続いて石川県中能登工場で出荷を開始しまし

た。４工場合計で日産約6万株という業界トップの生産体制が確立し、

コンビニ最大手のサラダに採用されることも決定しました。

今後も「安心・安全な野菜の安定供給を通じて地方の活性化と業務用・

加工用市場で革新を起こす」という基本方針に沿った取組みを推進し

てまいります。

当第2四半期の連結業績推移

当第2四半期の業績について ～計画通りに進捗～
１．デバイス事業 : イメージセンサーの販売が減少ながら収益性の改善及びコスト削減等により利益が大幅増加
２．環境エネルギー事業 : 太陽光発電所による売上は堅調ながら、パネルや部材販売による売上高・利益が減少
３．調達事業 : パナソニックグループとの協業が堅調に推移し、売上高・利益ともに大幅に伸長

■売上高 ■営業利益 ■当期純利益〈百万円〉

2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期
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〈百万円〉 ■経常利益〈百万円〉 〈百万円〉

（第2四半期）（第2四半期）
93,55793,557 2,2032,203 1,4291,429 987987

（第2四半期）（第2四半期）

（予想）（予想）
（予想）（予想）

（第2四半期）（第2四半期） （第2四半期）（第2四半期）

（予想）（予想） （予想）（予想）

植物工場の進展

4工場すべてにおいて農業における国際認証であるGLOBALG.A.P.を

取得しました。世界120ヵ国以上に普及しており、2020年の東京オリ

ンピックの調達における最良の基準の一つにもなっています。

当社は、GLOBALG.A.P.の取得とともに、オリンピックでの供給を実

現することで社会貢献できるように努めてまいります。

GLOBALG.A.P.取得

医療機器市場への新規参入

配当金の状況
1株当たり配当金（円）

中間
2017年3月期

25
35 35（予想）

25 30（30周年記念配当5円）
35（特別配当5円）

55
60
70（予想）

2018年3月期
2019年3月期

合計期末

138,841

185,883
210,000

GLOBALG.A.P.認証は、食品安全、労働環境、環境保全に配慮した
「持続的な生産活動」を実践する優良企業に与えられる世界共通ブランドです

中能登工場

第2回デリシャススマイル杯開催

東日本大学女子レスリング団体戦、デリシャススマイル杯を当社グループ主催にて10月
28日（日）開催しました。社会貢献の一環として、２年後のオリンピックに向けた女子レスリ
ングの発展を目的としており、昨年に引き続いての開催となりました。

MagQu社　IMR装置（Immuno-Magnetic Reduction）

1



株主の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
当社グループは、「世界・社会貢献・共創」のキーワードのもと、中期経営計画の達成実現に向けて、各事業の展開を推進しております。
本年9月14日、株式会社UKCホールディングスとの経営統合を発表いたしました。この統合を契機として、エレクトロニクス業界の
激しい環境変化の中、1兆円を超えるリーダー企業になるべく、更に邁進してまいります。
当社は、株主の皆様への安定的な利益還元を経営の重要課題と位置付けており、一層の還元を実施するため、配当性向50％を
新たな方針としております。
今後ともご支援、ご鞭撻を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

バイテックグローバルエレクトロニクスは認知症の基礎研究やプレシ

ジョン医療の研究・実現を目的として、大阪大学に寄附を実施すること

で同研究講座の開設を支援しました。

電子機器事業は中期戦略として「医療機器市場」への新規参入を推

進しており、取扱製品の中には既に海外で医療機器認定を取得して

いるものもあります。今後は同講座の研究を通じて、医療機器機関で

の評価・検討を進め、測定機器の導入と測定サービスの確立を目指

します。

デバイス事業

株主の皆様へ トピックス

代表取締役会長兼社長 今野　

13.0
%
増33.9

%
増

31.0
%
増12.6

%
増

16.6
%
増

24.5
%
増

8.6
%
増

21.7
%
増

2,067

2,573
3,000

1,512
1,840

2,000

2,780
3,130

4,100

0

500

1,000

1,500

2,000

0

1,000

2,000

3,000

0
500
1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000
4,500

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

環境エネルギー事業

大館、七尾、薩摩川内に続いて石川県中能登工場で出荷を開始しまし

た。４工場合計で日産約6万株という業界トップの生産体制が確立し、

コンビニ最大手のサラダに採用されることも決定しました。

今後も「安心・安全な野菜の安定供給を通じて地方の活性化と業務用・

加工用市場で革新を起こす」という基本方針に沿った取組みを推進し

てまいります。

当第2四半期の連結業績推移

当第2四半期の業績について ～計画通りに進捗～
１．デバイス事業 : イメージセンサーの販売が減少ながら収益性の改善及びコスト削減等により利益が大幅増加
２．環境エネルギー事業 : 太陽光発電所による売上は堅調ながら、パネルや部材販売による売上高・利益が減少
３．調達事業 : パナソニックグループとの協業が堅調に推移し、売上高・利益ともに大幅に伸長

■売上高 ■営業利益 ■当期純利益〈百万円〉

2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

〈百万円〉 ■経常利益〈百万円〉 〈百万円〉

（第2四半期）（第2四半期）
93,55793,557 2,2032,203 1,4291,429 987987

（第2四半期）（第2四半期）

（予想）（予想）
（予想）（予想）

（第2四半期）（第2四半期） （第2四半期）（第2四半期）

（予想）（予想） （予想）（予想）

植物工場の進展

4工場すべてにおいて農業における国際認証であるGLOBALG.A.P.を

取得しました。世界120ヵ国以上に普及しており、2020年の東京オリ

ンピックの調達における最良の基準の一つにもなっています。

当社は、GLOBALG.A.P.の取得とともに、オリンピックでの供給を実

現することで社会貢献できるように努めてまいります。

GLOBALG.A.P.取得

医療機器市場への新規参入

配当金の状況
1株当たり配当金（円）

中間
2017年3月期

25
35 35（予想）

25 30（30周年記念配当5円）
35（特別配当5円）

55
60
70（予想）

2018年3月期
2019年3月期

合計期末

138,841

185,883
210,000

GLOBALG.A.P.認証は、食品安全、労働環境、環境保全に配慮した
「持続的な生産活動」を実践する優良企業に与えられる世界共通ブランドです

中能登工場

第2回デリシャススマイル杯開催

東日本大学女子レスリング団体戦、デリシャススマイル杯を当社グループ主催にて10月
28日（日）開催しました。社会貢献の一環として、２年後のオリンピックに向けた女子レスリ
ングの発展を目的としており、昨年に引き続いての開催となりました。

MagQu社　IMR装置（Immuno-Magnetic Reduction）

2



■株式分布状況

■大株主の状況（上位10名）

大株主名 持株比率
（％）

株式会社ケイエムエフ 28.66

みずほ信託銀行株式会社 退職給付信託ソニー株008口 
再信託受託者 資産管理サービス信託銀行株式会社

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

株式会社みずほ銀行（資産管理サービス信託銀行株式会社）

DAIWA CM SINGAPORE LTD-NOMINEE WPG HOLDINGS LIMITED
（大和証券株式会社）

2.24

4.99

株式会社三井住友銀行

キヤノン電子株式会社

2.89

持株数
（千株）
4,120

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 3.79544

321

717

株式会社三菱UFJ銀行 2.24321

415

2.22318

1.26180

バイテックホールディングス従業員持株会 2.65380

1.60230

※当社は自己株式2,635株を保有しております
※持株比率は自己株式を控除して計算しております

発行可能株式総数 ……………………………………
発行済株式の総数 ……………………………………
株主数 …………………………………………………………

28,200,000株
14,376,358株

4,754名

個人 その他
29.31％

金融機関・証券会社
27.71％

その他法人・外国法人
42.96％

自己株式
0.02％

500単元未満
28.86％

500単元以上
4.80％ 1,000単元以上

28.91％

5,000単元以上
37.43％

所有者別
株式分布状況

所有株数別
株式分布状況

大学女子レスリング大会「デリシャススマイル杯」に協賛しています。

デリシャススマイルは、株式会社バイテックベジタブルファクトリー
が生産する植物工場野菜の登録商標です。

わたしたちは日本赤十字社の
活動を支援しています。

第32期中間報告書
2018年4月1日～2018年9月30日

株式Information

社会貢献

会社概要（2018年9月末現在）株主の状況（2018年9月末現在）
社名

本社所在地
設立
資本金
従業員数
事業内容

株式会社バイテックホールディングス

東京都品川区東品川3丁目6番5号
1987年4月1日
52億4,423万円
連結599名、単体50名
デバイス事業および電子機器事業
環境エネルギー事業　
調達事業 

（VITEC HOLDINGS CO., LTD.）

事 業 年 度
剰 余 金 の 配 当 基 準日

定 時 株 主 総 会
単 元 株 式 数
公 告 方 法

郵 便 物 送 付 先

同 連 絡 先

毎年4月1日～翌年3月31日
3月31日
（中間配当を行う場合は9月30日）
毎年6月下旬
100株
電子公告（http://www.vitec.co.jp/）
ただし、やむを得ない事由が生じたときは、
日本経済新聞に公告いたします。

〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号　
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部
TEL.0120-232-711（通話料無料）

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

代表取締役会長兼社長
代表取締役専務
常務取締役
取締役
取締役
取締役

今 野 　 　 　
松 本 　 章 治
成 瀬 　 達 一
原 田 　 　 宜
鈴 木 　 俊 幸
小 牧　　  修

取締役
社外取締役
社外取締役

清 木 　 正 信
松 山 　 　 遙
手 塚 　 仙 夫

役　　　員
1.取締役（監査等委員である取締役を除く）

2.監査等委員である取締役

3



2019年4月1日 ＵＫＣホールディングスと経営統合
「レスターホールディングス」として新たな体制がスタートします

4,300億円 ※両社見込による単純合算値
業界トップクラスへ

（2019年3月期）

株式会社レスターホールディングス
（Restar Holdings Corporation）

代表取締役会長兼CEO
代表取締役社長兼COO

今野　　　
栗田　伸樹

社名の由来 エレクトロニクス分野でRadiant・燦然 (さんぜん )と輝く星のごとく、世界を照らすスター企業となることを意味しています。また、業界再編
に向け両社が融合した新たなスタート(Re・Start)という意味を込めています。
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統合の内容 統合シナジーの享受

VGEL

VITEC HDUKC HD

デバイス事業統合

UKCの
デバイス事業

合併（株式交換）比率
VITEC : UKC = 1 : 1

経営統合

 

 

統合会社の売上高

統合効果の数値目標※

2022年3月期（統合3年目）

売上高：   1,000億円
営業利益： 　 50億円
※統合効果のみの数値目標であり、各社単独での
　中期経営計画の合算値に加算されるもの

ＵＫＣ
2,200億円

バイテック
2,100億円

各社単独の
中期経営計画
の合算値

1,000億円

2019年3月期
業績予想

2022年3月期
数値目標

その他事業

Q&A
本経営統合の目的は？ AQ 国内業界トップクラスの規模を確立するとともに、企業価値を向上させ、社会発展へ貢献することを目的

としております。統合による規模の拡大・効率化にとどまらず、両社の強みを更に融合発展させることに
よって、顧客とサプライヤーの双方に対してより高付加価値サービスを提供してまいります。

なぜ統合相手として
UKCを選んだのか？

AQ 両社が掲げる経営理念には親和性があり、デバイス事業のサプライヤー及び顧客をはじめ、EMS事業、調
達事業、電子機器事業、エンジニアリングサービス事業、海外展開においても相当の補完性が認められる
ことから、経営資源を相互に活用できる最適なパートナーの関係にあると考えております。

環境エネルギー事業の今後は
どうなるのか？

AQ 新会社になっても重要事業として変わりはございません。植物工場における2021年3月期売上100億円
の達成、環境エネルギー事業における累計200MWの太陽光・その他の再生エネルギー発電所の建設、
など従来からの取組みについても変わらず推進いたします。

バイテックの株式は
どうなるのか？ AQ 合併効力発生日である2019年4月1日に、各株主様が証券会社に開設されている振替口座におきまし

て、バイテック株式1株につき、ＵＫＣの株式1株が割当てられる予定です。

統合シナジーの詳細について
教えてほしい。

AQ ①ラインナップ・販路の拡充②高付加価値ビジネスの拡大③独自ビジネスの創出④業務効率化による 
生産性向上⑤強固な経営基盤の確立を行うことで、2022年3月期に売上高1,000億円、営業利益50億円
を新たに生み出します。

上場廃止はいつになるのか？
株式の売買最終日は？

AQ 上場廃止は2019年3月27日を予定しております。
また、 最終売買日は2019年3月26日を予定しております。

期末配当金はどうなるのか？ AQ 2019年3月31日を基準日とする1株当たり35円の剰余金配当を2019年6月開催予定のレスター
ホールディングス定時株主総会の翌営業日に行う予定です。
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